
 

 

「１・２・３」開かれたこども園づくり ゲストティーチャーとのふれあい、地域との交流の機会も増えた。ホームページの「今週の一枚」も、色々な活動の写真となるようにし、興味を持って見ていただけるように努めた。 

「４・５」子育て支援の推進 色々な人が育児相談を利用されるようになってきた。引き続き、子育て支援・保護者支援につながるように努力する。絵本の貸し出しを再開したことにより、昨年度より肯定的意見がのびた

と考えられる。 

「６・７・８」遊びをとおした幼児期にふ

さわしい生活の総合的な展開 

6・7・8の取り組みでは、肯定的意見が高く園でのことを話す子どもたちの声を受け止めてくださっていることがうかがえる。今後も自然に触れ五感を働かせて遊ぶ体験を充実させていく。 

「９・１０」基本的生活習慣の育成 挨拶、マナーなど生活習慣の確立は、永遠の課題である。大人が見本を示し子どもへの意識とつながるよう引き続き発信を続けていき、生活習慣の確立につなげていく。 

「１１」園小連携 交流など就学への期待につながる取り組みや職員同士の意見交換の様子も発信している。アプローチプログラムからスタートカリキュラムにつながるようさらなる連携を深めていく。 

「１２・１３・１４・１５」 

道徳性の芽生えの育成 

我慢する力や最後までやり抜く態度が 55％と昨年度よりも上昇している。今後も、認め合ったり励まし合ったりしながら自己肯定感を高められるよう一人ひとりを大切にした関わりに努めて

いく。 

「１６・１７」安全教育 防犯・防災について、社会情勢から意識が向き、64％の上昇につながっていると考えられる。今後も、園での取り組みを伝え、家庭への啓発に努めていく。 

「１８・１９・２０」食育 18・19・20の項目すべての肯定的意見が昨年度よりも減少している。園での取り組みも発信しながら保護者も食に関心が持てるような参加型の取り組みを検討していく。 
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20生産する人や調理する人への感謝の気持ちを持ち、いただきますやごちそうさまの挨拶をしている。

19家庭で、子どもと一緒に園の給食について（何を食べたか等）話すことがある。

18毎日しっかりと朝ごはんを食べ、健康な身体作りを意識している。

17横断歩道や駐車場での交通ルールを守る大切さについて話し合い、交通ルールを守っている。

16防犯や防災について子どもと話し合い、意識できるように努めている。

15友だちと折り合いをつけながら、仲良く遊べる力が育っている。

14人や物、命ある全てのものを大切にし、思いやりや感謝する心が育っている。

13物事の善悪やきまりがわかり、考えながら行動しようとしている。

12がまんする力や最後までやり抜く態度などが育ってきている。

11小学校とのふれあい交流や連携が子どもの期待につながっている。

10食事時には、大人の働きかけによりマナー（お箸の持ち方や姿勢）も意識しようとしている。

9その場に応じた気持ちの良い挨拶をしている。

8園は、自然とふれあい、五感を働かせる経験を大切にしている。

7園は、様々な運動あそびを取り入れ、健康な身体を育んでいる。

6園での遊びに興味・関心を持ちながら、楽しんで園生活を送っている。

5家庭でも、絵本の読み聞かせをとおして、子どもとふれあう時間を大切にしている。

4懇談会、教育相談、連絡帳等により、家庭と連携を図り、子どもの成長がみられるように努力すると共に、保護者がい

つでも相談できる体制を作っている。

3園は、地域の公共施設やゲストティーチャーの力を活用し、地域や人とのかかわりを大切にしている。

2年間行事やホームページ等を利用して、園や教育内容を公開する努力をしている。

1園だより・クラスだより等、こども園からの配布物は、園の教育方針・目標をわかりやすく提供している。

令和４年度 認定こども園あおがき 幼稚園評価公表  そう思う  どちらかというとそう思う  どちらかというとそう思わない  そう思わない 保護者アンケート対象数  89/105名 回収率 84.7％ 

 


